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はじめに
本稿は、前稿（阿毘達磨集論研究会［2015］）の続編であり、『阿毘達磨集論』とその注釈『阿
毘達磨集論釈』の梵文テクストを再制定し、その和訳を試みるものである。本書は、和文完訳
が未刊行である点、および、これまで失われたと考えられてきた『阿毘達磨集論』梵本の欠損
部の存在が新たに確認された点、主にこの二点を理由に、その梵本再校訂と和訳を目指す。
第二点については、李学竹が『阿毘達磨雑集論』（以下『雑集論』と略）の新出梵本の存在
を確認したことに大きく依っている。そこには『阿毘達磨集論』とその注釈のほぼ全文が包含
されているからである。なお、『雑集論』の冒頭部には、独自の文言（帰敬文とその釈文）が
存在するため、当該箇所については別途、テクストと和訳を発表した（阿毘達磨集論研究会
［2016］）。
本稿に収録する部分は、第一篇「本事分」の第一章「三法」中の「建立」における、「受蘊建
立」から「行蘊建立」の半ばまでである。「行蘊建立」は、心所法を列挙し、それぞれを「特
徴」（laks.an. a）と「作用」（karman）の二点から定義してゆく。本稿が収めるのは、善心所の
終わりに相当する「不害」（avihim. sā）の定義までの箇所である。
研究会では、代表者である那須良彦が下訳と注を準備し、加納和雄をはじめとする班員がそ

れを検討するという仕方で作業を進めた。『雑集論』などの梵文原典の制定は、李学竹の全面
的な協力によりなし得た。
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56 インド学チベット学研究 21

校訂と訳について
本稿で提示する、『阿毘達磨集論』の梵文校訂テクスト（暫定版）は、同梵文写本第 2～3葉

に相当する。このうち第 2 葉は同梵文写本に欠損しているため、安慧揉と伝えられる『雑集
論』の梵文写本から取りだし（Li & Kano［2014］）、そのテクストを提示した（中国蔵学研究
中心に影印の紙焼きが所蔵され、原本はノルブリンカ蔵）。プラダンによる還梵テクストは参
照するに留めた。そして、『阿毘達磨集論釈』は、タティアの刊本およびその原本たる梵文写
本（写本影印 Göttingen Xc 14/23、14/24を使用）と、『雑集論』の梵文写本から回収される
梵文（Li［2016］所掲梵本翻刻）とを対校した校訂テクストを提示した。
本稿の校訂テクストにおいて、異読や訂正は適宜注記したが、写本特有の綴り字や連声の

標準化、アヴァグラハの追加、および分節の添削については煩を避けるため逐一報告しない。
『阿毘達磨集論釈』において太字で示した箇所は、『阿毘達磨集論』の本文を指す。
訳語にかんして、個別の法の名称は術語（テクニカルターム）として理解して伝統的な漢訳

（主に玄奘の訳語）を充て、それ以外は、現代表現（とくに和語）を用いた。そして必要に応
じて、現代表現に対応する伝統的漢訳表現を丸括弧で補った。
本稿で提示するテクストには諸法の定義が列挙され、それぞれの定義にはアビダルマや唯識

の諸文献において各々対応する箇所が存在する。本来ならばその対応箇所を逐一報告する必要
があるが、その作業はすでに『瑜伽行派の五位百法』をはじめとするバウッダ・コーシャシリー
ズにおいて網羅的になされている。そのため、本稿においては、作業の重複を避け、バウッ
ダ・コーシャの該当箇所への言及によって、それに代えた。なお、『五蘊論』安慧釈（PSkV）
の梵文については、『瑜伽行派の五位百法』以後に出版されたため、該当箇所のみを適宜示す。

凡例
本稿では梵文テクストと和訳を見開きで提示する。提示する梵文テクスト並びにその中で使

用した記号は、Li & Kano［2014］、Li［2015］［2016］の提示する校訂テクストに従う。三角
△は、梵文写本における改行位置を示す。
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科段
1.1.5.1.2 受蘊の設定
1.1.5.1.3 想蘊の設定
1.1.5.1.4 行蘊の設定
1.1.5.1.4.1 思をはじめとする心所法（受と想を除く）
1.1.5.1.4.1.1 思
1.1.5.1.4.1.2 作意
1.1.5.1.4.1.3 触
1.1.5.1.4.1.4 欲
1.1.5.1.4.1.5 勝解
1.1.5.1.4.1.6 念
1.1.5.1.4.1.7 三摩地
1.1.5.1.4.1.8 慧
1.1.5.1.4.1.9 信
1.1.5.1.4.1.10–13 慚・愧・無貪・無瞋
1.1.5.1.4.1.14 無痴
1.1.5.1.4.1.15 勤
1.1.5.1.4.1.16 軽安
1.1.5.1.4.1.17 不放逸
1.1.5.1.4.1.18 捨
1.1.5.1.4.1.19 不害
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58 インド学チベット学研究 21

1.1.5.1.2 受蘊の設定

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 8r3–v2（Li & Kano［2014: 56.36–57.8］, Li［2015: 282.15–26］）,
Cf. 早島 34.

△
vedanāskandhavyavasthānam. katamat. s.ad. vedanākāyāh. . caks.ussam. sparśajā vedanāVy 8r3

sukhāpi duh.khāpi, aduh.khāsukhāpi. śro
△
traghrān. ajihvākāyamanah. sam. sparśajā vedanāVy 8r4

sukhāpi duh.khāpi, aduh.khāsukhāpi. sukhāpi kāyik̄ı duh.khāpi, aduh.khāsukhāpi kāyik̄ı.
sukhāpi caitasi

△
k̄ı duh.khāpi, aduh.khāsukhā caitasik̄ı. sukhāpi sāmis.ā duh.khāpi, aduh.khā-Vy 8r5

sukhāpi sāmis.ā. sukhāpi nirāmis.ā duh.khāpi, aduh.khāsukhā, nirāmi
△
s.ā. sukhāpiVy 8r6

gardhāśritā duh.khāpi, aduh.khāsukhā, gardhāśritā. sukhāpi nais.kramyāśritā duh.khāpi,
aduh.khāsukhā nais.kramyāśritā.

kāyik̄ı katamā. pañcavijñānakāya
△
sam. prayuktā.Vy 8v1

caitasik̄ı katamā. manovijñānakāyasam. prayuktā.
sāmis.ā katamā. ātmabhāvatr

˚
s.n. āsam. prayuktā.

nirāmis.ā katamā. tattr
˚

s.n. āviprayuktā.
gardhāśritā katamā. pañcakāmagaun. ikatr

˚
s.n. ā△sam. prayuktā.Vy 8v2

nais.kramyāśritā katamā. tadviprayuktā.

【ASBh】ASBh-Ms 5r3–5（Tatia 4.7–10）, ASVy-Ms 8v2–4（Li［2015: 282.27–31］）, Cf. 早島 35.

vedanāskandhavyavasthānam āśrayatah. svabhāvata āśrayasam. kalanatah. sam. kleśa-

△
vyavadānataś ca.Bh 5r4

tatra rūpyāśrayasam. kalanatah.⑴△
kāyik̄ıvedanāvyavasthānam, arūpyāśrayasam. kalanataśVy 8v3

caitasik̄ıvedanāvyavasthānam. .⑵ sam. kleśatah. sāmis.ād̄ınām. ,
△
vyavadānato nirāmis.ād̄ınām.Bh 5r5

vyavasthānam. veditavyam. . tattr
˚

s.n. ā
△
viprayukteti⑶ visam. yuktā visam. yogyānukūlā caVy 8v4

veditavyā.

⑴ rūpyāśraya-] ASVy-Ms, rūpāśraya- ASBh-Ms.
⑵ caitasi-] ASVy-Ms, caitasa- ASBh-Ms.
⑶ -viprayukteti] ASVy-Ms, -viyukteti ASBh-Ms.
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1.1.5.1.2 受蘊の設定

【問】受蘊を設定（建立）するものは何か。【答】六つの受のあつまり（六受身）である。〔そ
れは以下の四通りである。〕①眼の接触（根・境・識の和合）によって生じる楽受・苦〔受〕・
不苦不楽〔受〕、耳・鼻・舌・身・意の接触によって生じる楽受・苦〔受〕・不苦不楽〔受とい
う六つ〕である。〔または、〕②楽なる身〔受〕、苦〔なる身受〕、不苦不楽なる身〔受〕、楽なる
心受、苦〔なる心受〕、不苦不楽なる心〔受という六つ〕である。〔または、〕③渇望（āmis.a）
を伴った楽〔受〕、〔渇望を伴った〕苦〔受〕、渇望を伴った不苦不楽〔受〕、渇望を伴わない楽
〔受〕、〔渇望を伴わない〕苦〔受〕、渇望を伴わない不苦不楽〔受という六つ〕である。〔また
は、〕④貪著（gardha）に依る楽受、〔貪著に依る〕苦〔受〕、貪著に依る不苦不楽〔受〕、遠離
に依る楽〔受〕、〔遠離に依る〕苦〔受〕、遠離に依る不苦不楽〔受という六つ〕である。
②【問】身〔受〕とは何か。【答】五つの識のあつまり（五識身）と相応した〔受〕である。
【問】心〔受〕とは何か。【答】意識のあつまり（意識身）と相応した〔受〕である。
③【問】渇望を伴った〔受〕とは何か。【答】自分自身（ātmabhāva）に対する渇愛と相応

した〔受〕である。
【問】渇望を伴わない〔受〕とは何か。【答】それ（自分自身）に対する渇愛と相応しない
〔受〕である。
④【問】貪著に依る〔受〕とは何か。【答】五つの感覚的欲望の対象（五妙欲）に対する渇愛
と相応した〔受〕である。
【問】遠離に依る〔受〕とは何か。【答】そ〔のような渇愛〕と相応しない〔受〕である⑷。

①所依の点から、①–④自性の点から、②所依をまとめ合わせる（āśrayasam. kalana）点か
ら、③雑染と浄化の点から、受蘊を設定（建立）する。
そのうち、②有色なる所依をまとめ合わせる点から、身受を設定する。無色なる所依をまと

め合わせる点から、心受を設定し、③雑染の点から、渇望を伴った〔楽受〕などを〔設定し〕、
浄化の点から、渇望を伴わない〔楽受〕などを設定する、と理解されるべきである。「それ（自
分自身）に対する渇愛と相応しない〔受〕」とは、繋縛を離れた（離繋の）〔受〕と、離繋に随
順した〔受〕であると理解されるべきである。

⑷ その他論書の受の定義は、BK-I 51–52、BK-II 30–33、BK-III 61–67、BK-IV 62–73、BK-V 16–17、PSkV
24–29参照。
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60 インド学チベット学研究 21

1.1.5.1.3 想蘊の設定

【AS】AS-Ms 3r1–2（第 2葉は欠損, Gokhale 15.21–28）, ASVy-Ms 8v4–9r2（Li & Kano［2014: 57.10–
11］, Li［2016: 218.13–24］）, Cf. 早島 36.

sam. jñāskandhavyavasthānam. katamat. s.at. sam. jñākāyāh. . caks.uh. sam. spa
△
rśajā sam. jñā,Vy 8v5

śrotraghrān. a△jihvākāyamanah. sam. sparśajā sam. jñā. yayā sanimittam api sam. jānāti,AS 3r1

animittam api,⑸ par̄ıttam api, mahadgatam api, apramān. am api, nāsti kim. cid ity
ākim. canyāya

△
tanam⑹ api sam. jānāti.Vy 8v6

sanimittasam. jñā katamā. avyavahārakuśalasyānimittadhātusamāpannasya bhavāgra-
samāpannasya ca sam. jñām. ⑺ sthāpayitvā yāvad anyā sam. jñā.

animi
△
ttasam. jñā katamā. yā

△
sthāpitā sam. jñā.AS 3r2

Vy 9r1
par̄ıttasam. jñā⑻ katamā. yayā kāmadhātum. sam. jānāti.
mahadgatasam. jñā⑼ katamā. yayā rūpadhātum. sam. jānāti.
apramān. asam. jñā katamā. yayā ākāśānantyāyatanam. vi

△
jñānānantyāyatanam. caVy 9r2

sam. jānāti.
akim. canasam. jñā⑽ katamā. yayā ākim. canyāyatanam. sam. jānāti.

【ASBh】ASBh-Ms 5r5–v3（Tatia 4.11–17）, ASVy-Ms 9r2–5（Li［2016: 218.25–30］）, Cf. 早島 37.

avyavahārakuśalasyāśiks.ita△bhās.atayā rūpe sam. jñā bhavati na tu rūpa
△
m iti. tasmādBh 5v1

Vy 9r3
animittasam. jñety ucyate.⑾ animittadhātusamāpannasya rūpādisarvanimittāpagate
’nimitte nirvā

△
n. e sam. jñānimittasam. jñā. bhavāgrasamāpannasyāpat.u△

tvenālam. banā-Bh 5v2
Vy 9r4

nimitt̄ıkaran. ād animittasam. jñā.
par̄ıttah. kāmadhātuh. , nikr

˚
s.t.atvāt.

mahadgato rū
△
padhātuh. , tata utkr

˚
s.t.atvāt.⑿Bh 5v3

apramān. e ākāśavijñānānantyāyatane,
△
aparyantatvāt.⒀ tasmāt tadālam. banāh. sam. jñāh.Vy 9r5

par̄ıttādisam. jñā veditavyāh. .

⑸ animittam api] AS-Ms, animittam api sam. jānāti animittam api ASVy-Ms.
⑹ ākim. canyā-] em., ākim. cinyā- AS-Ms, ASVy-Ms.
⑺ sam. jñām. ] AS-Ms, sam. jñāh. ASVy-Ms.
⑻ par̄ıttasam. jñā] ASVy-Ms, par̄ıttā sam. jñā AS-Ms (unclear).
⑼ mahadgatasam. jñā] ASVy-Ms, mahadgatā sam. jñā AS-Ms.
⑽ akim. canasam. jñā] AS-Ms, ākiñcantyāyatanasam. jñā ASVy-Ms.
⑾ animittasam. jñety ucyate] ASBh-Ms, animittasam. jñocyate ASVy-Ms.
⑿ tata utkr

˚
s.t.atvāt] ASBh-Ms, tadutkr

˚
s.t.atvāt ASVy-Ms.

⒀ aparyantatvāt] ASBh-Ms, ’paryant.hatvāt (sic) ASVy-Ms.
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1.1.5.1.3 想蘊の設定

【問】想蘊を設定するものは何か。【答】六つの想のあつまり（六想身）である。眼の接触に
よって生じる想、耳・鼻・舌・身・意の接触によって生じる想〔という六つ〕である。〔また
は、〕有相なるものを表象し、無相なるものを〔表象し〕、劣小なるもの（par̄ıtta）を〔表象
し〕、勝大なるもの（mahadgata）を〔表象し〕、無量なるものを〔表象し〕、「いかなるものも
存在しない」という無所有処を表象するもの（yayā）である。
【問】有相なるものに対する想とは何か。【答】言語表現に未熟な者、無相界（無想定）に入
定している者、有頂（滅尽定）に入定している者の想を除外した、あらん限りの他の想である。
【問】無相なるものに対する想とは何か。【答】それは〔先に〕除外された〔三つの〕想で
ある。
【問】劣小なるものに対する想とは何か。【答】欲界を表象するものである。
【問】勝大なるものに対する想とは何か。【答】色界を表象するものである。
【問】無量なるものに対する想とは何か。【答】空無辺処と識無辺処を表象するものである。
【問】無所有なるものに対する想とは何か。【答】無所有処を表象するものである⒁。

「言語表現に未熟な者（avyavahārakuśala）⒂」は、いまだ言葉を習得していないので、色に
対する想は生ずるが、「色である」と〔の想は生じ〕ない。それゆえに「無相なるものに対す
る想」と呼ばれる。「無相界（無想定）に入定している者にある」、色などの一切の相を離れた
無相なる涅槃に対する想が、「無相なるものに対する想」〔と呼ばれる〕。「有頂に入定している
者」は不鮮明なものとして、所縁を無相なるものにするから、〔彼の想は〕「無相なるものに対
する想」〔と呼ばれる〕。
「劣小なもの」とは、欲界である。低級なものであるからである。
「勝大なもの」とは、色界である。それより上級なものであるからである。
「無量なもの」とは、空〔無辺処〕と識無辺処との両者である。無辺であるからである。そ
れゆえ、それら（欲界・色界・二無辺処）を所縁とする諸想は、〔順に〕劣小なものなどに対す
る想であると理解されるべきである。

⒁ その他論書の想の定義は、BK-I 53–54、BK-II 34–36、BK-III 68–71、BK-IV 74–81、BK-V 18–19、PSkV
29–31参照。

⒂ 言語を習得していない赤子などを指すものと考えられる。
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1.1.5.1.4 行蘊の設定（総説）

【AS】AS-Ms 3r2–3（Gokhale 15.28–31）, ASVy-Ms 9r5–v1（Li［2016: 218.31–219.2］）, Cf. 早島 36.

sam. skāraskandhavyavasthānam. katamat. s.at. ce
△
tanākāyāh. . caks.uh. sam. sparśajā cetanā,AS 3r3

śrotraghrān. ajihvā
△
kāyamanah. sam. sparśajā cetanā. yayā kuśalatvāya cetayate, sam. kleśāyaVy 9r6

cetayate, avasthābhedāya cetayate. it̄ıyam. cetanā vedanām. sam. jñām. ca sthāpayitvā
tadanye caitasikā dharmāś ci

△
ttaviprayuktāś ca sam. skārāh. sam. skāraskandha ity ucyate.Vy 9v1

【ASBh】ASBh-Ms 5v4–6r1（Tatia 4.18–22）, ASVy-Ms 9v1–3（Li［2016: 219.3–7］）, Cf. 早島 37.

△
vedanāsam. jñāvarjyānām. sarves.ām. caitasikānām. cittaviprayuktānām. ca sam. skāra-Bh 5v4

skandhalaks.an. atve cetanāmātrasyaiva tannirdeśe grahan. am. tatpūrvaka
△
tvād ita

△
res.ām itiBh 5v5

Vy 9v2
kāran. atvajñāpanārtham⒃ āha yayā kuśalatvāya cetayata ityevamādi. tatra kuśalā
vaks.yamān. āh. śraddhādayah. . sam. kleśā rāgādayah. kleśopa

△
kleśāh. . avasthābhe

△
dāś⒄Bh 6r1

Vy 9v3
cetanāpreritasam. skārāvasthāsu prajñaptāh. cittaviprayuktāh. sam. skārāh. .

【AS】AS-Ms 3r3–5（Gokhale 15.31–35）, ASVy-Ms 9v3–6（Li［2016: 219.8–16］）, Cf. 早島 40.

te punah. katame. manaskā
△
rah. sparśah. chando ’dhimoks.ah. smr

˚
tih. samādhih.AS 3r4

prajñā śraddhā hr̄ır apatrāpya
△
m alobho ’dves.o ’moho v̄ıryam. praśrabdhir apramādaVy 9v4

upeks.ā ’vihim. sā rāgah. pratigho māno ’vidyā vicikitsā satkāyadr
˚

s.t.ir antagrāhadr
˚

s.t.ir
dr
˚

s.t.i△parāmarśah. ś̄ılavrataparāmarśo mithyādr
˚

s.t.ih. krodha upanāho mraks.ah. pradāśaVy 9v5

ı̄rs.yā mātsaryam. △
māyā śāt.hyam. mado vihim. sā āhr̄ıkyam anapatrāpyam. styānamAS 3r5

auddha
△
tyam. āśraddhyam. kaus̄ıdyam. pramādo mus.itasmr

˚
titāsam. prajanyam. viks.epoVy 9v6

middham. kaukr
˚

tyam. vitarko vicāraś ca.

【ASBh】ASBh-Ms 6r1–2（Tatia 4.23）, ASVy-Ms 9v6–10r1（Li［2016: 219.17］）, Cf. 早島 41.

cetanād̄ınām. caitasikānām. laks.an. atah. karmataś ca nirdeśo vedi
△
tavyah. .Bh 6r2, Vy 10r1

⒃ kāran. atva-] ASBh-Ms, kāran. a- ASVy-Ms.
⒄ avasthābhedāś] em. (Tib.: gnas skabs kyi dbye ba ni, Ch.: 分位差別者), avasthābhedataś ASBh-Ms

ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4 行蘊の設定（総説）

【問】行蘊を設定するものは何か。【答】六つの思のあつまり（六思身）である。〔すなわち〕
眼の接触（根・境・識の和合⒅）によって生じる思、耳・鼻・舌・身・意の接触によって生じる
思〔という六つ〕である。〔それら六つは、〕善性を意思させ、雑染を意思させ、状態について
の区別（avasthābheda, 分位差別⒆）を意思させるもの（yayā）である。以上のようなこの思
と、受・想を除外したそれ以外の心所法と、心不相応行とが「行蘊」と呼ばれる。

受・想を除外した一切の心所と心不相応〔行〕も行蘊の特徴を持つのに、ただ思のみがそれ
（行蘊）の解説に対して用いられるのは、別のもの（思以外の行蘊に摂められる諸法）が、そ
れ（思）を前提とするからである。以上のように〔思が〕原因であることを示すために、「善
性を意思させるもの（yayā）」云々と言う。その中で、「善」とは、これから説明する信などで
ある。「雑染」とは、貪などの煩悩と随煩悩である。「状態についての区別」とは⒇、思によっ
て引き起こされた諸行の状態（avasthā）に対して名付けられた心不相応行である。

【問】では、それら（受・想・思以外の心所法）は何か。【答】作意・触（以上、受・想・思と
合わせて、五遍行）、欲・勝解・念・三摩地・慧（以上、五別境）、信・慚・愧・無貪・無瞋・無
癡・勤・軽安・不放逸・捨・不害（以上、十一善）、貪・瞋・慢・無明・疑・有身見・辺執見・
見取・戒禁取・邪見（以上、十煩悩）、忿・恨・覆・悩・嫉・慳・誑・諂・憍・害・無慚・無愧・
惛沈・掉挙・不信・懈怠・放逸・忘念・不正知・散乱（以上、二十随煩悩）、睡眠・悪作・尋・
伺（以上、四不定）である。

思などの心所法の解説は、特徴の点と作用の点から理解されるべきである。

⒅ 有部の教理に従って眼の接触をこのように理解した。ただし、他の解釈の可能性もあり、問題が残る。これに
ついては、本稿脚注 27参照。

⒆ 特定の状態としての心不相応行を指すものと考えられる。
⒇ avasthābhedāś（状態についての区別）は、文脈および漢訳とチベット語訳に基づく訂正である。いっぽう、
梵文写本は avasthābhedatah.と読み、これを採用すると以下の文意となる。「状態についての区別に応じて、
思によって引き起こされた諸行の状態に対して名付けられた心不相応行である」。
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1.1.5.1.4.1 思をはじめとする心所法（受と想を除く）
1.1.5.1.4.1.1 思

【AS】AS-Ms 3r5（Gokhale 15.36）, ASVy-Ms 10r1（Li［2016: 219.18–19］）, Cf. 早島 40.

cetanā katamā. cittābhisam. skāro manaskarma. kuśalākuśalāvyākr
˚

tes.u cittapreran. a-
karmikā.

【ASBh】ASBh-Ms 6r2–3（Tatia 4.24–5.1）, ASVy-Ms 10r1–2（Li［2016: 219.20–22］）, Cf. 早島 41.

tatra cetanāyāh. cittābhisam. skāro manaskarmeti laks.an. anirdeśah. . kuśalā
△
kuśalā-Vy 10r2

vyākr
˚

tes.u cittapreran. akarmiketi karmanirdeśah. . tathā hi ya
△
thābhisam. skāram.Bh 6r3

kuśalādis.u dharmes.u cittasya pravr
˚

ttir bhavat̄ıti.

1.1.5.1.4.1.2 作意

【AS】AS-Ms 3r5–3r6（Gokhale 15.37–16.1）, ASVy-Ms 10r2–3（Li［2016: 219.23］）, Cf. 早島 40.

manaskārah. katamah. . cetasa ā
△
bhogah. . ālambane ci

△
ttadhāran. akarmakah. .Vy 10r3

AS 3r6

【ASBh】ASBh-Ms 6r3–4（Tatia 5.1–3）, ASVy-Ms 10r3（Li［2016: 219.24–25］）, Cf. 早島 41.

ālambane cittadhāran. am. tatraiva punah.punarāvarjanam. veditavyam. ata eva
samādhilābh̄ı mana

△
skāralābh̄ıty21 ucyate.Bh 6r4

21 manaskāra-] ASVy-Ms (Tib.: yid la byed pa, Ch.: 作意), manasam. skāra- ASBh-Ms.
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1.1.5.1.4.1 思をはじめとする心所法（受と想を除く）
1.1.5.1.4.1.1 思

【問】思とは何か。【答】心の発動（造作）であって、意業である。〔そして、〕善・不善・無
記のものに対して、心を駆り立てる作用をもつ22。

そのうち、「心の発動（造作）であって、意業である」とは、特徴の点からの思の解説であ
る。「善・不善・無記のものに対して、心を駆り立てる作用をもつ」とは、作用の点からの解
説である。すなわち、〔心の〕発動に応じ、善などの諸法に対して、心がはたらくことになる、
ということである。

1.1.5.1.4.1.2 作意

【問】作意とは何か。【答】心を構えることである。〔そして、〕所縁に向けて〔その〕心を維
持する作用をもつ23。

「所縁に向けて心を維持する」とは、同じその〔所縁〕に対して何度も〔心を〕向けること、
と理解されるべきである。まさにこのゆえに、三摩地を獲得する者は、「作意を獲得する者」と
呼ばれる。

22 他論書の思の定義は、BK-I 55–56、BK-II 37–40、BK-III 72–74、BK-IV 82–85、BK-V 20–21、PSkV
35–36参照。

23 他論書の作意の定義は、BK-I 65–66、BK-II 24–26、BK-III 98–102、BK-IV 103–106、BK-V 12–13、
PSkV 35参照。
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1.1.5.1.4.1.3 触

【AS】 AS-Ms 3r6（Gokhale 15.38–16.1）, ASVy-Ms 10r3–4（Li［2016: 219.26–27］）, Cf. 早島 40.

sparśah. ka
△
tamah. . trikasam. nipāta indriyavikāraparicchedah. . vedanāsam. niśrayadāna-Vy 10r4

karmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 6r4（Tatia 5.3–4）, ASVy-Ms 10r4–5（Li［2016: 219.28–220.1］）, Cf. 早島 41.

vijñānotpattāv indriyasya sukhādivedanotpattyanukūlo24 yo vikāras tadākā
△
rah. sparśoVy 10r5

veditavyah. .

1.1.5.1.4.1.4 欲

【AS】AS-Ms 3r6（Gokhale 16.1–2）, ASVy-Ms 10r5（Li［2016: 220.2–3］）, Cf. 早島 42.

chandah. katamah. . ı̄psite vastuni tattadupasam. hitā25 kartukāmatā. v̄ıryārambha-
sam. niśrayadānakarmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 6r4–5（Tatia 5.4–5）, ASVy-Ms 10r5–6（Li［2016: 220.3–4］）, Cf. 早島 43.

tattadupasam. hitā ka
△
rtukāmateti darśa

△
naśravan. ādisarvakriyecchāsam. grahārtham.Bh 6r5

Vy 10r6

24 sukhādi-] ASBh-Ms, sukhād̄ı- ASVy-Ms.
25 -upasam. hitā] AS-Ms ASVy-Ms, -upasam. hatā Gokhale
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1.1.5.1.4.1.3 触

【問】触とは何か。【答】三者（根・境・識）の和合において26根の変異を〔楽などの三種類
に〕仕分けするものである。〔そして、〕受によりどころを提供する作用をもつ27。

識が生じるとき、根には、楽などの受の生起に順じた変異があるが、そのあり方をもつもの
が触であると理解されるべきである。

1.1.5.1.4.1.4 欲

【問】欲とは何か。【答】所望したものごとにむけて、各々発せられた行動意欲である。〔そ
して、意欲を実行に移す〕努力（勤）を始めるための依り所を提供する作用をもつ28。

「各々発せられた行動意欲」とは、見る聞くなどの29あらゆる行いへの欲求を包含するために
〔「各々」と述べられたの〕である。

26 AS-Ms（trikasannipāte）並びに PSkにおける定義（5.4: sparśah. katamah. . trisamavāye paricchedah. .
Cf. PSkV 34.15–17, TrBh 20.5–7）を参考に、trikasam. nipātaを Loc.と理解した。ただし、YBhの用例
を見れば（60.1–2: sparśah. katamah. . trikasannipātah. .）、「三者（根・境・識）の和合であり、根の変異を
〔楽などの三種類に〕仕分けするものである。」と Nom.で理解する可能性も残る。なお、この問題に関連して、
スティラマティによる触の解釈については、瀧川［2008］を参照。

27 他論書の触の定義は、BK-I 59–60、BK-II 27–29、BK-III 78–81、BK-IV 91–95、BK-V 14–15、PSkV
34–35参照。

28 他論書の欲の定義は、BK-I 57–58、BK-II 41–43、BK-III 75–77、BK-IV 86–90、BK-V 22–23、PSkV
36–37参照。

29 「見聞覚知」を指す。
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1.1.5.1.4.1.5 勝解

【AS】AS-Ms 3r6（Gokhale 16.2–3）, ASVy-Ms 10r6（Li［2016: 220.5–6］）, Cf. 早島 42.

adhimoks.ah. katamah. . niścite vastuni yathāniścayam. dhāran. ā. asam. hāryatākarmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 6r5（Tatia 5.5–6）, ASVy-Ms 10r6–v1（Li［2016: 220.7–8］）, Cf. 早島 43.

yathāniścayam. dhāran. ā evam etan nānyathety adhimuktih. . △
ata eva tatpradhānoVy 10v1

’nyaih. sam. hartum. na śakyate.

1.1.5.1.4.1.6 念

【AS】AS-Ms 3r6–7（Gokhale 16.3–4）, ASVy-Ms 10v1（Li［2016: 220.9］）, Cf. 早島 42.

smr
˚

tih.△
katamā. sam. stute vastuni cetaso ’bhilapanam asam. pramos.ah. .30 aviks.epakarmikā.AS 3r7

【ASBh】ASBh-Ms 6r5–v1（Tatia 5.7–8）, ASVy-Ms 10v1–2（Li［2016: 220.10–11］）, Cf. 早島 43.

sam. stutam. △
vastu pūrvānubhūtam. veditavyam. aviks.epakarmikatvam. punah.Bh 6v1

△
smr

˚
ter ālam. banābhilapane sati cittāviks.epatām31 upādāya.Vy 10v2

30 cetaso ’bhilapanam asam. pramos.ah. ] em., cetaso ’sam. pramos.ah. AS-Ms AS-Vy.
“sam. stute vastuni cetaso ’sam. pramos.ah. ”という一文は、“sam. stute vastuni cetaso ’bhilapanam

asam. pramos.ah. ”（「心に銘記して、忘れないこと」）と訂正して読むべきである。まず ASBh の smr
˚

ter
ālam. banābhilapane sati という注釈は、cetaso ’bhilapanam. に類する AS の文言を前提としている。そ
れに加えて、漢訳および『顕揚論』（T [31] 481b11）の「念者。謂於串習境令心明記不忘爲體」も、やはり
cetaso ’bhilapan. am asam. pramos.ah.という読みをはっきりと示す。さらに、近接する文献の関連箇所でも、
YBh 60.5–6: yat sam. stute vastuni tatra tatra tadanugābhilapanā、PSk 5.11–12: smr

˚
tih. katamā.

sam. stute vastuny asam. pramos.aś cetaso ’bhilapanatā、TrBh (Lévi) 25.30–26.5, (Buescher) 74.1–6:
smr

˚
tih. sam. stute vastuny asam. pramos.aś cetaso ’bhilapanatāとなっており、上記の読みを補強する。付

言すると、AS-Ms において cetasah.の後に不要な分節記号が付いているのも、その元となった写本において
cetasah.の直後になんらかの語句の補いを指示する挿入記号が存在していた可能性を示唆する。これらを踏ま
えて上記のように校訂した。
ただし、ŚrBhには taccetaso ’sam. mos.ah.（ŚrBh2 178.17）、AKVyには yadyogād ālambanam. na mano

vismarati. tac cābhilapat̄ıva.（127.32–33）、AAAには sam. stute vastuni cetaso ’sam. pramos.ah. smr
˚

tih.
（198.22）という表現も見られる。
31 cittāviks.epatām] ASBh-Ms, aviks.epatām ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.1.5 勝解

【問】勝解とは何か。【答】確定されたものごとを〔その〕確定の通りに〔信用して〕維持す
ること（dhāran. a）である。〔そして、〕覆されない（asam. hāryatā）という作用をもつ32。

「確定の通りに〔信用して〕維持すること」とは「これはこうであって、別ではない」と信用
（adhimukti）することである。まさにこの故に、それ（勝解）を第一とする者が他者によって
覆されることはありえない。

1.1.5.1.4.1.6 念

【問】念とは何か。【答】慣れ親しんだ（sam. stuta）ものごとを心に銘記し33、かつ〔忘れて〕
失わないこと（asam. pramos.a）である。〔そして、〕散乱させない作用をもつ34。

「慣れ親しんだものごと」とは、以前に経験した〔ものごと〕であると理解されるべきであ
る。さらに、「散乱させない作用をもつ」とは、念が所縁を銘記しているとき、心は散乱しな
いからである。

32 他論書の勝解の定義は、BK-I 67–68、BK-II 44–46、BK-III 103–105、BK-IV 107–110、BK-V 24–25、
PSkV 37参照。

33 abhilapana の基本的な意味は、「喋ること」であるが、ここでは cetaso ’bhilapanam. 「心で喋ること」とい
う表現を、心内で言語化して記憶し、心に銘記するという意味で理解し、上記の様に訳した。

34 他論書の念の定義は、BK-I 63–64、BK-II 47–49、BK-III 93–97、BK-IV 26–27、BK-V 26–27、PSkV
37–38参照。
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1.1.5.1.4.1.7 三摩地

【AS】AS-Ms 3r7（Gokhale 16.4）, ASVy-Ms 10v2（Li［2016: 220.12–13］）, Cf. 早島 42.

samādhih. katamah. . upapar̄ıks.ye vastuni cittasyaikāgratā. jñānasam. niśrayadāna-
karmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 6v1–2（Tatia 5.8–9）, ASVy-Ms 10v2–3（Li［2016: 220.14–15］）, Cf. 早島 43.

cittasyai
△
kāgratāviks.epah. . △

jñānasam. niśrayadānam. samāhitacittasya yathābhūta-Vy 10v3
Bh 6v2 jñānāt.

1.1.5.1.4.1.8 慧

【AS】AS-Ms 3r7（Gokhale 16.5–6）, ASVy-Ms 10v3–4（Li［2016: 220.16–17］）, Cf. 早島 42.

prajñā katamā. upapar̄ıks.ya eva vastuni dharmān. ām. pravicayah. . sam. śayavyāvarta
△
na-Vy 10v4

karmikā.

【ASBh】ASBh-Ms 6v2（Tatia 5.9–10）, ASVy-Ms 10v4（Li［2016: 220.18］）, Cf. 早島 43.

sam. śayavyāvartanam. prajñayā dharmān pravicinvato niścayalābhāt.
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1.1.5.1.4.1.7 三摩地

【問】三摩地とは何か。【答】考察されるべき（upapar̄ıks.ya）ものごとにむけて心が一点に
集中すること（ekāgratā）である。〔そして、〕智によりどころを提供する作用をもつ35。

「心が一点に集中すること」とは、散乱しないことである。〔三摩地が〕「智によりどころを
提供する」とは、心が入定している者は〔ものごとを〕ありのままに知るからである。

1.1.5.1.4.1.8 慧

【問】慧とは何か。【答】〔三摩地の場合と〕同じ考察されるべきものごとについて、諸法を
えらびわけること（pravicaya）である。〔そして、〕疑いを取り除く作用をもつ36。

「疑いを取り除く」とは、諸法を慧によってえらびわける者は、確定を得るからである。

35 他論書の三摩地の定義は、BK-I 69–70、BK-II 50–52、BK-III 106–110、BK-IV 111–113、BK-V 28–29、
PSkV 38参照。

36 他論書の慧の定義は、BK-I 61–62、BK-II 53–55、BK-III 82–92、BK-IV 96–99、BK-V 30–32、PSkV
38–39参照。また、慧の定義内容の詳細については、『仏教文化研究論集』18・19合併号所収のバウッダコー
シャ・プロジェクトにおける各氏の論文を参照。
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1.1.5.1.4.1.9 信

【AS】AS-Ms 3r7–v1（Gokhale 16.7–8）, ASVy-Ms 10v4–5（Li［2016: 220.19–20］）, Cf. 早島 44.

śraddhā katamā. astitvagun. avattvaśakyatves.v abhisam. pratyayah. △
prasādo ’bhilā

△
s.ah. .AS 3v1

Vy 10v5
chandasam. niśrayadānakarmikā.

【ASBh】ASBh-Ms 6v2–3（Tatia 5.10–12）, ASVy-Ms 10v5–6（Li［2016: 220.21–22］）, Cf. 早島 45.

astitve ’bhisam. pratyayākā
△
rā śraddhā. gun. avattve37 prasādākārā. śakyatveBh 6v3

’bhilās.ākārā, śakyam. mayā prāptum. nis.pādayitum. veti
△
.Vy 10v6

1.1.5.1.4.1.10–13 慚・愧・無貪・無瞋

【AS】AS-Ms 3v1–2（Gokhale 16.8–11）, ASVy-Ms 10v6–11r1（Li［2016: 221.1–9］）, Cf. 早島 44.

hr̄ıh. katamā. svayam avadyena38 lajjanā.39 duścaritasam. yamasam. niśrayadānakarmikā.
apatrāpyam. katamat. parato ’vadyena lajjanā.40 tatkarmakam eva.41
alobhah. katamah. . bhave

△
bhavopakaran. es.u vānāsaktih. . duścaritāpravr

˚
ttisam. niśraya-Vy 11r1

dānakarmakah. .42
adves.ah. katamah. . sattves.u duh.khe duh.kha

△
sthān̄ıyes.u ca dharmes.v anāghātah. . duś-AS 3v2

caritāpravr
˚

ttisam. niśrayadānakarmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 6v3（Tatia 5.12）, ASVy-Ms 欠, Cf. 早島 45.

hryādayah. sugamatvān na vibhajyante.43

37 gun. avattve] ASVy-Ms, gun. atve ASBh-Ms.
38 avadyena] AS-Ms, evadyena ASVy-Ms.
39 lajjanā] AS-Ms, lajjā ASVy-Ms.
40 lajjanā] AS-Ms, lajjā ASVy-Ms.
41 eva] AS-Ms, iti ca ASVy-Ms.
42 duścaritāpravr

˚
tti-] AS-Ms, duścarito ’pravr

˚
tti- ASVy-Ms.

43 hryādayah. sugamatvān na vibhajyante] om. ASVy-Ms and ASVy-Tib.
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1.1.5.1.4.1.9 信

【問】信とは何か。【答】実在性・有徳性・実現可能性に対する44確信であり、〔心の〕清浄
さ45であり、願望である。〔そして、〕欲によりどころを提供する作用をもつ46。

信は、〔対象47に備わる〕実在性について確信するというあり方（ākāra）を持ち、有徳性に
ついての〔心の〕清浄さというあり方を持ち、「私は獲得することができる、あるいは、達成
することが〔できる〕」と、実現可能性について願望するというあり方を持つものである。

1.1.5.1.4.1.10–13 慚・愧・無貪・無瞋

【問】慚とは何か。【答】自ら〔を省みて、自身の〕過失48によって恥じることである。〔そし
て、〕悪行の抑制によりどころを提供する作用をもつ49。
【問】愧とは何か。【答】他者を顧みて〔自身の〕過失によって恥じることである。〔そして、
それは慚と〕同じくその作用をもつ50。
【問】無貪とは何か。【答】生きることに対する、あるいは生きるための必需品に対して執着
しないことである。〔そして、〕悪行をおこさないことによりどころを提供する作用をもつ51。
【問】無瞋とは何か。【答】有情たち、苦、苦に相当する諸法52に対して怒らないことである。
〔そして、〕悪行をおこさないことによりどころを提供する作用をもつ53。

慚などはわかりやすいから、解説しない。

44 astitva、gun. avattva、śakyatva という一連の語を用いた表現は、他の唯識・如来蔵系の諸文献にも見られる
（高崎［1964］、袴谷［1992］参照）。菅原［2010: 275–285］では、YBhにおける「修所成地」（梵文未校訂）
の用例を新たに指摘し、同氏の部分校訂と併せて提示する。この用例は、現在確認されている中で最も古いも
のである可能性が高く、重要と考えられる。ただし、その文脈は śraddhā を直接に定義するものでなく、ま
た、実在性・有徳性・実現可能性を備えるものに関しても、道（mārga）ならびにその果としての涅槃が説か
れている。注意を要すると同時に興味深い点でもあろう。この他、瑜伽行派文献における śraddhā の現代訳語
検討の試みとして、バウッダコーシャ・プロジェクトチーム［2014: 27–36］（第三章：高橋晃一 「瑜伽行派文
献の śraddhā」）も併せて参照されたい。

45 疑念がなく澄みきっていることを意味する。前注の高橋論文参照。
46 他論書の信の定義は、BK-I 71–72、BK-II 56–58、BK-III 111–115、BK-IV 114–118、PSkV 40–43参照。
また、信の定義内容の詳細については、バウッダコーシャ・プロジェクトチーム［2014］を参照。

47 信の対象は一般的に、三宝、四諦、業果とされる。
48 avadyaには「非難」の意味もあるが、ASの漢訳は「過悪」であり、AKBhでは dos.a、PSkVでは pāpaと
言い換えられていることから、ここでは「過失」の意味で理解した。

49 他論書の慚の定義は、BK-I 77–79、BK-II 62–64、BK-III 124–127、BK-IV 126–128、PSkV 43–44参照。
50 他論書の愧の定義は、BK-I 80–82、BK-II 65–67、BK-III 128–129、BK-IV 129–131、PSkV 44–45参照。
51 他論書の無貪の定義は、BK-I 83–84、BK-II 68–70、BK-IV 132–135、PSkV 45参照。
52 苦に相当する諸法とは、苦苦や行苦といった苦の類似法ではなく、本質的な苦である苦受をもたらす原因であ
る有漏の有為法であろう。AKBh 55.13–15（Cf. AKVy 129.8–16）等で sthān̄ıyaは屡々 nimittaに置き換
えられるが、ここでの訳「相当する」もそうした意味を排除せず、寧ろ包含しようとするものである。

53 他論書の無瞋の定義は、BK-I 85–86、BK-II 71–73、BK-IV 136–139、PSkV 45–46参照。
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1.1.5.1.4.1.14 無痴

【AS】AS-Ms 3v2（Gokhale 16.11–12）, ASVy-Ms 11r1–2（Li［2016: 221.8–9］）, Cf. 早島 44.

a
△
mohah. katamah. . vipākato vā āgamato vādhigamato vā jñānam. pratisam. khyā. duś-Vy 11r2

caritāpravr
˚

ttisam. niśrayadānakarmakah. .54

【ASBh】ASBh-Ms 6v3–4（Tatia 5.13–14）, ASVy-Ms 11r2–3（Li［2016: 221.10–11］）, Cf. 早島 45.

upapattiprā
△
tilambhikam. 55 śrutacintāmayam. △

bhāvanāmayam. ca yathākramam. vipākā-Bh 6v4
Vy 11r3

gamādhigamajñānam. 56 veditavyam. pratisam. khyā prajñā dhairyasahitā.57

1.1.5.1.4.1.15 勤

【AS】AS-Ms 3v2–3（Gokhale 16.12–14）, ASVy-Ms 11r3–4（Li［2016: 221.12–14］）, Cf. 早島 46.

v̄ıryam. katamat. cetaso58 ’bhyutsāhah. sam. nāhe vā prayoge vāl̄ına
△
tve vāvyāvr

˚
ttauVy 11r4

vāsantus.t.au vā. kuśalapaks.a△paripūran. aparinis.pādanakarmakam.59AS 3v3

【ASBh】ASBh-Ms 6v4–7r1（Tatia 5.14–18）, ASVy-Ms 11r4–6（Li［2016: 221.15–17］）, Cf. 早島 47.

sthāmavān v̄ırya
△
vān utsāh̄ı dr

˚
d.haparākramo ’niks.iptadhurah. kuśales.u dha

△
rmes.vBh 6v5

Vy 11r5
ityevamādisūtrapadāni60 yathākramam. sam. nāhādis.v abhyutsāhavastus.u yojay-
itavyāni. paripūran. am. ya

△
thā maulapraveśah. .61 parinis.pādanam. 62 tasyaivaBh 7r1

suparikarmakr
˚

ta
△
tvam.Vy 11r6

54 -dānakarmakah. ] AS-Ms, -dāhāvakarmakah. ASVy-Ms.
55 -prātilambhikam. ] ASBh-Ms, -pratilambhikam. ASVy-Ms.
56 -jñānam. ] ASVy-Ms, -rūpam. ASBh-Ms. Cf. 『雑集論』(T [31] 697c1: 報教証智者), ASBh-Tib. (D5a6,

P6b1: rnam par smin pa dang / lung dang / rtog pa’i shes par . . . ).
ただし、vipākāgamādhigamarūpam. jñānam. という読みが存在した可能性もある。

57 dhairyasahitā] ASVy-Ms, dhairyasamāhitā ASBh-Ms. Cf. PSkV 46.6: pratisaṅkhyā tu prajñaiva
dhairyasahitā.

58 cetaso] ASVy-Ms, kuśale cetaso AS-Ms. Cf. 『集論』(T [31] 664b14: 謂心勇悍), AS-Tib. (D49a1,
P56a7: chog par mi ’dzin pa la sems mngon par spro ba ste /).

59 -karmakam] ASVy-Ms, -karmakah. AS-Ms.
60 ityevamādi-] ASBh-Ms, ity etāni- ASVy-Ms.
61 maulapraveśah. ] ASVy-Ms, maulam. praveśah. ASBh-Ms. Cf. PSkV 47.7.
62 parinis.pādanam. ] ASVy-Ms, nis.pādanam. ASBh-Ms.
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1.1.5.1.4.1.14 無痴

【問】無痴とは何か。【答】異熟、聖教、あるいは証得にもとづく智（jñāna）であり、決択知
（pratisam. khyā）である。〔そして、〕悪行をおこさないことによりどころを提供する作用をも
つ63。

「異熟、聖教、証得にもとづく智」とは、順次、先天的に得ている〔慧〕、聞と思から成る
〔慧〕、修から成る〔慧〕であると理解されるべきである。決択知とは、勇敢さ（dhairya）を伴
う慧である。

1.1.5.1.4.1.15 勤

【問】勤（v̄ırya）とは何か。【答】心の勇ましさ（abhyutsāha）であって、準備すること（被
甲 sam. nāha）、あるいは修行（prayoga）、あるいは卑屈でないこと（al̄ınatva）、退失しないこ
と（avyāvr

˚
tti）、満足してしまわないこと（asantus.t.i）に対する〔心の勇ましさである〕。〔そ

して、〕善行を満たして円かにする作用をもつ64。

「勢いを持ち、精進を有し、勇猛で、堅固な勇気を持ち、諸々の善法について重荷を捨てな
い」云々等の経典65中の語は、順次、準備すること（被甲）をはじめとする勇ましさの〔五つ
の〕事項に適用されるべきである66。「満たす」とは、例えば、根本〔静慮〕に入ることである。
「円かにする」とは、まさにそれを極めてよく修習することである。

63 他論書の無痴の定義は、BK-II 74–76、PSkV 46参照。
64 他論書の勤の定義は、BK-I 73–74、BK-II 59–61、BK-III 116–118、BK-IV 119–121、PSkV 46–47参照。
65 長尾［2009: 89 (n. 11)］に指摘されるように、この経典は ŚrBh1 270.7–8、BBh 203.19–22、MSA 115.1–2、
『顕揚論』 T [31] 481c10–11 などに引用され、Avś 222.9 に同文が確認される。また、Lévi［1911: 199］、
Lamotte［1938: 191–192］によって MN ii 95 などの類文が指摘されている。

66 MSA-XVI k. 68 等にも同様の対応関係が見られ、整理すると以下のようになる。
甲冑 sam. nāha — 勢力を持つ sthāmavat
加行 prayoga — 勤を有する v̄ıryavat
惰弱でないこと al̄ınatva — 勇猛である utsāhin
退失しないこと avyāvr

˚
tti — 堅固な剛勇を持つ dr

˚
dhaparākraman

満足しないこと asantus.t.i — 重荷を捨てない niks.iptadhura
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1.1.5.1.4.1.16 軽安

【AS】 AS-Ms 3v3（Gokhale 16.14–15）, ASVy-Ms 11r6（Li［2016: 221.18–19］）, Cf. 早島 46.

praśrabdhih. katamā. kāyacittadaus.t.hulyānām. pratipraśrabdheh.67 kāyacitta-
karman.yatā. sarvāvaran. anis.kars.an. akarmikā.

【ASBh】ASBh-Ms 7r1（Tatia 5.17–18）, ASVy-Ms 11r6（Li［2016: 221.20］）, Cf. 早島 47.

sarvāvaran. anis.kars.an. am. tadvaśenāśrayaparivr
˚

ttito dras.t.avyam.

1.1.5.1.4.1.17 不放逸

【AS】AS-Ms 3v3–4（Gokhale 16.15–17）, ASVy-Ms 11v1（Li［2016: 221.21–222.1］）, Cf. 早島 46.

△
apramādah. katamah. . sav̄ıryakān alobhādves.āmohān niśritya yā68 kuśalānām.Vy 11v1

dharmān. ām bhāvanā sāsravebhyaś ca dharmebhyaś cittasyāraks.ā.69 sarva70-laukika-
lokottarasampatti

△
paripūran. anis.pādanakarmakah. .71AS 3v4

【ASBh】ASBh-Ms 7r1–2（Tatia 5.18–20）, ASVy-Ms 11v2（Li［2016: 222.2–3］）, Cf. 早島 47.

△
sarvakuśalabhāvanāyā v̄ıryādipūrvaka

△
tvāt tes.v apramādaprajñaptih. . sāsravā dharmāVy 11v2

Bh 7r2 āsravā āsravasthān̄ıyāś ca vis.ayā iha veditavyāh. .

67 pratipraśrabdheh. ] AS-Ms, pratipraśrabdhih. ASVy-Ms.
68 yā] AS-Ms, om. ASVy-Ms.
69 cittasyāraks.ā] ASVy-Ms, cittāraks.ā AS-Ms.
70 sarva-] ASVy-Ms, sa ca AS-Ms. Cf. 『集論』(T [31] 664b19: 一切世出世福爲業), AS-Tib. (D49a3–4,

P56b2: ’jig rten pa dang ’jig rten las ’das pa’i phun sum tshogs pa thams cad yongs su rdzogs par
byed pa dang /).

71 -paripūran. anis.pādana-] AS-Ms, -paripūran. a- ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.1.16 軽安

【問】軽安とは何か。【答】身心の鈍重さ（麁重）72の終息による、身心の軽快性である。〔そ
してそれは、〕あらゆる障害73を除去する作用をもつ74。

「あらゆる障害を除去する」とは、それ（軽安）によって、所依の転換があるからであると
理解されるべきである。

1.1.5.1.4.1.17 不放逸

【問】不放逸とは何か。【答】勤と無貪・無瞋・無痴をよりどころとしてから善なる諸法を修
習することであり、有漏なる諸法から心を防御することである。〔そして、〕あらゆる世間的な
〔完成〕と出世間的な完成を満たして円かにする作用をもつ。75

あらゆる善の修習は、勤などを前提にするものであるから、それら（修習）に対して「不放
逸」と名付ける。「有漏なる諸法」とは、諸々の漏と、漏に相当する諸境のことであると、こ
こでは理解されるべきである。

72 Edgerton［1953: 272］: daus.t.hūlya, nt. (Pali dut.t.hulla; see s.v. dus.t.hula), gross wickedness,
depravity ....

73 ここでの「障害」は煩悩障と所知障の二障を指すのか、あるいは煩悩障のみを指すのかについては検討の余地
がある。PSkV 47.8–48.6 は「煩悩障など」と解説しているので二障と理解できるが、TrBh 7.21–22 に従え
ば煩悩障のみを指す。

74 他論書の軽安の定義は、BK-I 89–91、BK-II 77–79、BK-III 139–141、BK-IV 143–145、PSkV 47–48参
照。

75 他論書の不放逸の定義は、BK-I 92–94、BK-II 80–83、BK-III 142–145、BK-IV 146–149、PSkV 48–49
参照。
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1.1.5.1.4.1.18 捨

【AS】AS-Ms 3v4（Gokhale 16.17–19）, ASVy-Ms 11v2–4（Li［2016: 222.4–6］）, Cf. 早島 46.

upeks.ā katamā. sa
△
v̄ıryakān alobhādves.āmohān niśritya yā sam. klis.t.avihāravairodhik̄ıVy 11v3

cittasamatā cittapraśat.hatā76 cittasyānābhogāvasthitatā.77 sam. kleśānavakāśasam. niśraya-
dānakarmi

△
kā.Vy 11v4

【ASBh】ASBh-Ms 7r2–4（Tatia 5.20–23）, ASVy-Ms 11v4–5（Li［2016: 222.7–9］）, Cf. 早島 47.

cittasamatādibhir upeks.āyā ādimadhyāvasānā
△
vasthā vyākhyātāh. . tathā hy upeks.ayāBh 7r3

yuktam. cittam. 78 layādivais.amyābhāvād79 āditah. samam. tato ’nabhisam. skāren. a80
vaha

△
nāt praśat.ham. tatah. sam. kleśāśaṅkābhāvā

△
d anābhogāvasthitam iti.Vy 11v5

Bh 7r4

1.1.5.1.4.1.19 不害

【AS】AS-Ms 3v4（Gokhale 16.19）, ASVy-Ms 11v5（Li［2016: 222.10］）, Cf. 早島 46.

avihim. sā katamā. adves.ām. śikā81 kārun. yacittatā.82 avihet.hanakarmikā.

【ASBh】ASBh-Ms 7r4（Tatia 5.23–24）, ASVy-Ms 11v5–6（Li［2016: 222.11］）, Cf. 早島 47.

avihim. sāpy a
△
dves.āvyatirekāt prajñaptisat̄ı veditavyā.Vy 11v6

76 cittasamatā cittapraśat.hatā] AS-Ms, cittasamatāryapraśat.hatā ASVy-Ms.
77 cittasyānābhogāvasthitatā] AS-Ms, cittānābhogāvasthitatā ASVy-Ms.
78 yuktam. cittam. ] ASBh-Ms, yuktacittam. ASVy-Ms.
79 layādivais.amyābhāvād] ASBh-Ms, layānādivais.amyābhāvād ASVy-Ms.
80 ’nabhisam. skāren. a] ASBh-Ms, ’bhisam. skāren. a ASVy-Ms.
81 adves.ām. śikā] ASVy-Ms, adves.aikām. śikā AS-Ms.
82 kārun. yacittatā] ASVy-Ms, karun. atā AS-Ms.
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1.1.5.1.4.1.18 捨

【問】捨とは何か。【答】勤と無貪・無瞋・無痴をよりどころとして汚れた過ごし方と相反す
るものであって、心が平らであることであり、心が真直ぐであることであり、心を構えない状
態である。〔そして、〕雑染に隙を与えないためのよりどころを提供する作用をもつ83。

「心が平らであること」などによって、捨についての初め・中間・最後の段階が説明されてい
る。すなわち、捨と結びついた心は、沈み込み（沈没）などという不安定さが無くなるから、
まず初めに平らになる。次に、〔その心は〕造作なく〔三昧の状態へと〕運ばれるから、真直
ぐになる。さらに、〔その心には〕雑染に対する懸念がなくなるから、構えない状態になる。

1.1.5.1.4.1.19 不害

【問】不害とは何か。【答】無瞋の一部であり、悲愍の心をもつことである。〔そして、有情
を〕害さないという作用をもつ84。

不害も無瞋とは別なものではないから、〔単なる〕名称上の存在（仮設有）であると理解さ
れるべきである。

83 他論書の捨の定義は、BK-I 75–76、BK-II 84–87、BK-III 119–123、BK-IV 122–125、PSkV 49–50参照。
84 他論書の不害の定義は、BK-I 87–88、BK-II 88–90、BK-IV 140–142、PSkV 50参照。
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BK-II Bauddhakośa, See 斎藤ほか［2014］
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Abhidharmasamuccaya of Asaṅga,” Journal of the Bombay Branch of
the Royal Asiatic Society New Series Vol. 23, 1947, pp. 13–38.
早島 理『梵蔵漢対校 E-text『大乗阿毘達磨集論』・『大乗阿毘達磨雑集論』』
3巻, 瑜伽行思想研究会, 2003.

2017 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



梵文和訳『阿毘達磨集論』⑵ 81

Cf. ed. by P. Pradhan, Abhidharma Samuccaya of Asanga, Visva-Bharati
Studies 12, Santiniketan: Visva-Bharati, 1950.
(For the Sanskrit manuscript, see Li［2013］［2014］［2015］, Li & Kano
［2014］.)

ASBh(-Ms) Abhidharmasamuccaya-bhās.ya. Ed. by Nathmal Tatia,
Abhidharmasamuccaya-bhās.yam, Tibetan Sanskrit Works Series 17,
Patna: K. P. Jayaswal Research Institute, 1976.
See also AS (早島).
(For the Sanskrit manuscript, see Li［2015］, 佐久間［1996］.)

ASVy(-Ms) Abhidharmasamuccaya-vyākhyā. Tib. D (4054), P (5555).
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Avś Avadānaśataka. Ed. by P. L. Vaidya, Avadānaśataka, Buddhist Sanskrit
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TrBh Trim. śikā-bhās.ya. Ed. by Sylvain Lévi, Vijñaptimātratāsiddhi : deux
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ment of Whole Course of the Bodhisattva (Being Fifteenth Section of
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système Yogācāra, tome II, Paris: Librairie Honoré Champion (repr. Kyoto:
Rinsen Book Co., 1983).

（和文）
阿毘達磨集論研究会
［2015］ 「梵文和訳『阿毘達磨集論』⑴」『インド学チベット学研究』19, pp. 57–96.
［2016］ 「梵文和訳『阿毘達磨雑集論』—安慧による冒頭偈—」『インド学チベット学研究』

20, pp. 24–52.
榎本 文雄 ほか
［2014］ 『ブッダゴーサの著作に至るパーリ文献の五位七十五法対応語 —仏教用語の現代基

準訳語集および定義的用例集— バウッダコーシャ III』インド学仏教学叢書 17, 山
喜房佛書林.

斎藤 明 ほか
［2011］ 『『倶舎論』を中心とした五位七十五法の定義的用例集 —仏教用語の用例集（バウッ

ダコーシャ）および現代基準訳語集 1—』インド学仏教学叢書 14, 山喜房佛書林.
［2014］ 『瑜伽行派の五位百法 —仏教用語の現代基準訳語集および定義的用例集— バウッダ

コーシャ II』インド学仏教学叢書 16, 山喜房佛書林.
佐久間 秀範
［1996］ 『タティア校訂版『阿毘達磨雑集論』梵語索引およびコリゲンダ』山喜房佛書林.

菅原 泰典
［2010］ 『修所成地の研究 II』私家版.

2017 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



84 インド学チベット学研究 21

高崎 直道
［1964］ 「如来蔵説における信の構造」『駒澤大学仏教学部研究紀要』22, pp. 86–109.

（再録 2010 年：「如来蔵説における信の構造」『高崎直道著作集第六巻　如来蔵思
想・仏性論 I』春秋社, pp. 339–374.）

瀧川 郁久
［2008］ 「スティラマティによる触の解釈」『印度学仏教学研究』57-1, pp. 207–212.

長尾 雅人
［1982］ 『摂大乗論 和訳と注解 上』講談社.
［1987］ 『摂大乗論 和訳と注解 下』講談社.
［2009］ 『『大乗荘厳経論』和訳と注解 —長尾雅人研究ノート⑶—』長尾文庫.

バウッダコーシャ・プロジェクトチーム
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Annotated Japanese Translation of the Abhidharmasamuccaya and its
Bhās.ya (2)

Summary

This paper is a continuation of "Annotated Japanese Translation of the Abhidharma-
samuccaya and its Bhās.ya (1)", and intends to rerevise the Sanskrit texts of the
Abhidharmasamuccaya and its Bhās.ya, and make a Japanese translation of them. It
is due to two major points, the one is that no complete Japanese translation of either
text has been published so far, the other is that some damaged parts in the extant
manuscript of the Abhidharmasamuccaya can be recovered from a newly discovered
Sanskrit manuscript.

On the latter point, we greatly rely on the Sanskrit manuscript of the Abhidharma-
samuccayavyākhyā (ASVy) detected by Li Xuezhu, which includes the nearly full texts
of the Abhidharmasamuccaya and its Bhās.ya. We separately published the Sanskrit text
and Japanese translation of the beginning part of the ASVy which consists of the opening
verses and its annotations.

This paper gives translation from the establishment (vyavasthiti) of the vedanā to the
half of the establishment of sam. skāra in the first tridharma chapter of the first part, i.e. the
maula part. In the establishment of the sam. skāra, the caitasikadharmas are enumerated
and defined in terms of their characteristics (laks.an. a) and functions (karman).

The translation was done by Abhidharmasamuccaya Study Group; Yoshihiko Nasu pre-
pared a working translation and annotations, then Kazuo Kano and all other members
examined and revised them. Li Xuezhu gave us a full cooperation in editing and revising
the Sanskrit texts included in this paper.

Leader: Yoshihiko Nasu (Social Welfare Corporation Kongojushinkai)
Members: Kazuo Kano (Komazawa University)

Li Xuezhu (China Tibetology Research Center)
Akira Yoshida (Ryukoku University)
Shun’ei Matsushita (Otani University)
Satoshi Hayashima (Ryukoku University)
Yuki Takatsukasa (Kyoto University)
Takeshi Yokoyama (International College for Postgraduate Buddhist Studies)
Mitsuru Kenchu (Ryukoku University)
Takanori Fukita (Bukkyo University)
Hironori Tanaka (Bukkyo University)
Minori Okuno (Ryukoku University)

(Synopsis)

1.1.5.1.2 Establishment of the vedanāskandha
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1.1.5.1.3 Establishment of the sam. jñāskandha
1.1.5.1.4 Establishment of the sam. skāraskandha
1.1.5.1.4.1 caitasikā dharmāh. commencing with cetanā (other than vedanā and sam. jñā)
1.1.5.1.4.1.1 cetanā
1.1.5.1.4.1.2 manaskāra
1.1.5.1.4.1.3 sparśa
1.1.5.1.4.1.4 chanda
1.1.5.1.4.1.5 adhimoks.a
1.1.5.1.4.1.6 smr

˚
ti

1.1.5.1.4.1.7 samādhi
1.1.5.1.4.1.8 prajñā
1.1.5.1.4.1.9 śraddhā
1.1.5.1.4.1.10–13 hr̄ı, apatrāpya, alobha, adves.a
1.1.5.1.4.1.14 amoha
1.1.5.1.4.1.15 v̄ırya
1.1.5.1.4.1.16 praśrabdhi
1.1.5.1.4.1.17 apramāda
1.1.5.1.4.1.18 upeks. ā
1.1.5.1.4.1.19 avihim. sā

キーワード Abhidharmasamuccaya、『阿毘達磨集論』、『阿毘達磨雑集論』、無着、安慧
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